
（11  

エ鵬鴎睡痔  

発 行／樵定鞋構壊泉  

北輪蟄札楓祇横瀬層  

瘍 線描軸轟市費  

劇作宙ノ蕊 丼   磨  

耗 手招囲出串6日1t箋   

はかにも指示内容を正確かっ迅速に間藤  

部著に憶え轟ことがで甚ます。   

現在ほ離嘲顛肘テ亡辞癖酎・に患者さん  

嘩嫡聴纏蓮・検査頼果・処方内容などを配  

敢レ鈷増すが七近い特車には、すべてコ  

シビュー軒岡部にまとめ牌時に患者きん再  

検遊軍一軒軒経過局見ることができるよう  

にf恵子升ルテ」のシステム開発も併せて  

行毎軍事竹重す仕   

は巳酷は鵜島の不備九もあって何かとご  

迷惑萄桝ナすることが量愚かもLれません  

が、是非ご理解とご協力刷王どよろLくお  
艦いいたLます。  

外来予約静狩の準備中です  

当院の外来はこれまでおお心ね先着順で  

静寮を行っていまLた。このため辞ち時間  

が長くなり、．診療を受ける骨棟にご避感蓉  

r■ ぉかけLていまLた。  

また、医療の進歩に伴い，診療にぜ膚な  

種々なデータは・どんどん増えてそ円盤理は  

大変酎乍業になって啓一）まLた卓  

そこで昨年束から病院内に専用のコンピ  

ューター回線の⊥事を行い、四月からーオ  

ーダドリ‾ンデ」というシステムの稼働を開  

癖尭LまLたサ  

オーダリ‾ンダシステムは従来のように伝  

票ぜ情報を伝えるのでなく、診察室や病棟  

ナースステーションで医師ヤ看護師が直揺  

コンピューターを操作L、処方・検査・往  

．■ 射・処置・食事専の棉示を入力するシステ  

ムです。  

現在は処方や横査の→部だけの席働です  

が、r外来診桜草一新システム」を刑竹叫」で  

す。このシステムの運用が始まると、．静寮  

時剥が決めちれるため、外来で待つ時間が  

少なくなります。  

蘭堺証伯寧日が許しくなりました   

今瑳七蜃摩し」甘ふ乳た菌根脊虹注射や  

地腹など廟項目ぽけ苛L丑が、踵月か包も  

う軒」辞L£．なりまL．た中潮孟ぼ手術料は  

麻酔科と手技軒に辞け若した鴎噴日で分か  

ちな斗l．・ことぜありまL起毎、匪謳譲虫軒に  

磨・たず由下島b・－僻   



㈲  

盾殿折井シリーズ葡加回廊巌好柁紺野腐舶耕  

華回は糖誌購甘境藍騎苺Lた骨髄誇噸療轡隼蓉帯趣ぜい畢卿晰．謝暫嫡頼嗣刺宜増車  
乳蓋た増床葡鞄臍療に朝俸巷新山嘆息瀬につ・・誌咤ご幕内艶L嘗す甘  

空相注射郵昏軍守サ也脚・集束新鮮軋  

外国掴ま王府摩ヰ湖底南野啓伍展う骨転   

一風億瑚帽割門潮醸廟輌毎麺  

理⊥藩札な捕エとが轟快まヰ増こ鮎まー摘望′  

憶軸尉転籍L昔日馳琵も鼻毛尾島軌患甘。   
樹畔華中嘩覿軌酔掴も奇軋吐と起な  

酎硝醜郭釦痛い高森病嵐．憎併願牒埼r ¶  

ウ加増簡粕蒋≠柵帯管聯轄で範喪中  

なのです。  

1．陽樹蜘こ   

最近、新聞などでも「メタ刑ックシンド  

ロー剋丑いう東学直上宅急如柑せ中島車  

旺な魯監「蕃町境料地正せ脂肪が好打官萄膿  

靡車官選恵」モ爵斬櫛比満席感斬罪触蜘一  

女惟軸1軋ヒ）という方がいます。一般に無  

掛牽す軌此庄1血糖坤性脚甜酔L鹿  

毛な愚捏知ち酌l育ち堪軸轟硬化廓萬展L、  

心脚莞垂や耕集塵潜轟壷お臓重源東砂  

き胞正せ海鮮胤端宅社町蓋背中こ脚堅持げ  

剛・？せ押印一可阜棚i生草蹄師  

改帯華中一班し尭鞄密＃蛸と告暫定官。   

王．桐病とは   

尭畢敏捷輔出す紆牲蛙此鞭申昭才ドサ帯が  

た£碁み堵孟垂す什軒柑触槻晩翠赴真泰  

鮎好一匡一恵粒輩車が五感骨壷勒捌皆防豪L雷  

貯酪転軋蓋す。∵構辞輯づモ毎軋た皐帝脾ギト  

臥・乾垂健免転句体牽裁新車正純別解草  

蕃虹ませ堰血縁軒醇構辟♯笹ヰな茹愚備は  

「茄腹軒すい馴」と臨海牽出し相中♯軒  

聾軒嫡ヰす恵・嘩鱒掛憩牌蛸親臨母  

数靡馨を専蓋ま嘩完   

血液醇坪田糖噛唯事智東鼻毛蛮熱品数  

研削畠奉よう磨鼻いょ引二師範藩札背中岳廟  

隆替軒。芸乱が「イか即膵」患い膏軸癖  

儲那智亭牡苺和一鹿討碍歯‾き一倍転   

出握再サニL遥刑昭背中触芸拝腑瑚掴  

ま戟牒坤瑚敵射せ射匝画細恕硝  

中旺鞋奉加達す。   

宥粥机持礪憶事に撫醐・画‡地顔中澤韓  

嘩薫草帝顛膏阜啓く軋る偲が嘩鞠菅紫色  

姐酎拍僅轟摘≠銅鞘峰揖珊特脚払  

底掛・lます猟掴醸軸拙摘心確掛睦  

遜．t帯帝醐ポ亜わりた守   

脊看守拍海陸帯棚l．ま’「血糖値智正常牝  

甘晶」こと遼東濃艶に替ぇて如蕃L短   

垂屯晶直した軸甜嘩■軋植掛声師倒幹症  

（鞘由軸経嘩藩」願膜症、常構能低下奄増  
蟄予断養う患背嚢穿写す由   

帝巌嘩嘩輔拉軸咤静も艶捉く官蛙缶  

・良敵陣ぬ咄筒頂七亮一昂酔？   

鹿渡旺托榊轟、廟軸秘密痢垂身密臓  
帯馨軸起血管拍動膿棟偲鉛筆・陣」辞軒訂苧 一¶  

必出に捷百草粗官尊まし鮎雌だけ告華  

産春野で嘩凄くぅ√軸症、甫聴血虚藤棚屯  
善鳥丸とす晶こ臣適ま蓋漂だと掛軍て盈た甫  

常す占鹿渡再中郡晒軸酔旗嘲輝き・・題  

劫聴掛鴫鹿島蕃せ着色嵐髄観官載録酪啓せ  

重出軌鮨職種化提起って描柿中根帝とも  

胃‾轟音菅且   

簡暴嘩塾着筆ぬ鞄森厳擬菅貴職度観取  

辞口増－の耶殻肇軸醜貌佃日日・一癖押  

黙再桂㈲脚気内腱酎拍シ酎指儲脚こ  
よっ町政撼構費下げた場宙、下野ウた亜構嘩  
一億密封鵡再潤呼‾♭盛年か守   

提琴暁脂肪組織腔赴専甘鹿半描榊藩札て  

L謹増野菅有色朗如醸東傭稚せ皐た助に轟   



制  

に＝治療拙変な頼耗と馨克毎払癖亀ぜ甘  

醜 ど拍ような嫡東森鞄溶肴喋僻七青如ただ  

くこと蘇ら鞄卑官帯春野韓新政瞥見望轄耳  

・まLl■り達す卓  

申インスリン嘩最中嘩軒鞋増加昏せ盈こ改新  

′轟顆蕃すが、食草療法舟運勅密底値しないま  

ま暫指揮茸敏噂且てLま・います申  

す甘露甘耳抵抗性を改善する備中轄骨をゆ  

つ藍牡鹿祝す轟重などが発売き軋ましたが、   

食事療法と潮痛棒掟卓には肥碑を卦ナるこ  

畠はぜ轟まt痘ん由  

このように糖尿靖府拍肯中本栗は何も摩担  

っでいない珊ですが1内服薬の横柴田組顔合  

わせによってよ舶陸棒金血糖管理をす惑こと  

で脾臓からのイン即Jニ≠鹿酪密よ牡少なくす  

る「牌に儀L正論綾錦晴」辞苛巻島ように  

なって重たの可すや′イ㌢轟け軒嘩注射療聴沌  

′一 食専制隣・連馳態法息轟廟億雫個師噸収をゆ  

ゥくりする喋を件期す轟ことに羞軒、だんだ  

んイン属リンの里香漁らすことが苧轟るよう  

にな鞍ます拠  

親在∴糖尿病車植環静的村中研究者再意見  

密告と鞄古と、糖尿病特療中の方村野動脈硬  
北港予防す副二は ■でき岳隕骨少庭木イン  

薫隼計で∴空堰時だけでなく鹿捷の融解包  

俄下層せ、・肥満がなく、・血圧ヤコb講テ  

ロ－ルも正常化することなどが葺軍で轟岳と  

思われます曝  

♯謝・食掛実際   
糖尿病由患者きんが運動療法を行う時間帯  

丘・L甘早朝喘華すす抽できません。・闘掛軽重  
碍璧症は畢軍部ち年商中に多いという報告が  

あ軋 とくに1ヒ鯨遣のように寒い朝に赦しい  

運動をすると心臓にま重な負拍がかかりま  

す。毎食佳に知卦比上、ニコニコと鮭顔を匂  

くれるくちいの代一属で早足歩垂をするこ七  

をお勧めLます。峯鞠柑は艶庭中中で鞄エア  
ロバイクなども良い背Lよづ。   

食事療法はカ甲ゴー卸間轡壷奉患者缶敢て  

いますが、同時に塩分制儲も1売切増す。塩分  

拍摂りすぎは高皿旺だけでなく、昏滞など府  

歩く田病気の危陸田千でもあ思諒屯ぜす。   

尭事由簡には、まず最初に野菜や海草など  

巷醐牛をなるべく使わず、坤りくり卓立く  

噛んで葡軸幻味を韓Lんや十分な量を撰凛ぜ  

む噴だくことを勤めております。こうす柑掌  

軒ロt卜や塩牙の少ないものである程摩串騰  

が満たき軋息ので、食べ週削二ならず、東亜  

な尭勒樟敵やミ皐朝一も腰抱こ上が出衆愚町  

です。  

内科医師 津村 祐一  

l．農機濫  

「 当軒は帝尿摘草旺臨めとす息代軌こ関する  

病気以外に、直4≡に雅巌病性骨症再治療1鹿  

茸白の減少なと謡に力巷克軋でいます個拾り  

腹部亡丁横童画偉   

腺へそのあたりの断面像晋す。価府周り」勒癌下船肪（枕軌こ着色Lて：います）はほとんど同  

じ哉態ですが、黄色の節分中岡疇庸備喝嘩曹題担摩す。  

．脂肪暦多い  脂肪が少ない   



叫  

スタートによせて  

萌ヰ蛸積  

Ill♯ 葉濃  

弟ヱ輌積≡  

古海 東女   

撃樹嘩癖恕庵  

遵奉卓葡萄軒担車高雫盤  

邸襟恵脚誌仁恵牡．・抽  

垂錘重野嘩癖私邸革新  

詫三鹿鞍藍套墟鹿骨琶恕確  

虹港ね囁醜」触革朋  
止串：十  

毎牢竪琴も  粗密替嘩嘩嘩凰離億粥槽軍塞草掛  

嘩馳仁恵撃掃海撃鱒嘩触感・』敵将  

堰璃披昼腎筆削㌔軸敵垂轟糾転   

轟感触脚師患激職＝  
酎蕃ち鞄苧韓頗鞄響闇撃 

． 

＝撃・甲親藩鹿範喪軒鮎鮎も・鶴弥嘩癌鈍  

感軸車転軍鄭重痘痕掛感知、弥甚講呑舟  
師圃耽嘩軒捌怯摘航＝櫛闇路魁専  
権前邑費棋院園塵岩垂魅惑噛轟．轟軸習ら  

姫島儲鑑L虎武備■  

健脚嘩鱒櫨法鋼製軌怨  

』かL楓腎関宿赴帝恕囁恥謁も奇選  

任若常態廟哲忠臣畢腎誌晦一  

葡廟軸垂声替帝嘩凱速出払凄も  

車軸串・廟埼鬼瓦皇葡萄も瀞滑虻藍藷瑚  

』・應蓉聾脇卦丑野軍醜年商感謝  

脚碧謝埴瀞嫁：b熱凄艶．腰酔睾宙一  
挺→軸封■し範断碑軸暦転属掛寮曹＝  

嘘唾湾頭番組嵐型寧背馳・噂菰．紙製思  
如蔚・し剋肝静粥聴視聴訝車両廓哲皐．串．壷頚  ．鮎・醜。癖  替‥高時拉  

で串を：かけ、．   閣馳蹴卿瞳摘摘噂塙   
軸鈷鵡軸卑・嘲・軸確師粗野総  

革嘲嘩嘩轟馳茹旭松謝絶都邑戸  
惑担葡敵挺臓軋曹怨轟軌轡埠華嘩＝  

垂鵬草野・転組痛棒韓牌廉嘩1  
賭笥埠触堪㌻牌訂奉賛膏・  

痺峯醐朝野億鮎脇蜘酷古肇軍撃師  
掛軸確朝粥拙払．響畢電弼艇嘩竜泉苛蛸  

葡廓背毎罠藍嘩嘩嘲醜態軍組鼻卸埴軸乍  

麻酔華L転倒紺野朝司翠豊慰措醜．  
・葡革癖慮鹿蕃聯t』背津藍掛軸軸  
畢濫倭配転鮎「旗頭東新聾軸曙肇塾軸二■  

きL烹：モ   

範庭真野嘩醜轍鮒軋剖鞘拘蔚  
儲鞍彗鹿骨鞄櫛鷲別昌優軋選転掛増野晦垂棄  

ニ聴許藍静野卑葡  鴨嘩嘩  
組砿檻恕能馳鄭行  

紙背唾藍加増睦垂範1  
－－ゝヽ、   

毎患凰蓋遊廓転  

斎鮎螢静丸由曲辞葡敬重葡東嶺醜葡晦  

＝鱒持準草憩守苛廟転封酔犠革嘩鞄  

静』顛師事革≠榊麻縄庸轟廓  
感唐草・畳紳捉鹿嬰敢細管軋   

三軋献酬乱軍配畢囁地軸  
・虹鱒畢硝藤二』二部嘩剋嘩廟嘩・車辛   
勝嘲垣轟卓郵敬重車軌瑚轟  

軒鱈腹嘩連年争、・  

巌直也膏雌  

草暫瀞革恕槽翠豊出番中尉碍患簡裁L■官幣  

鑑三起動髄慰哲酷戯軒数恕軒；講醜態暗鬼  

嘩亡君舶海軍温熱轟郡毎軸阜担嘩絶  

境醜毎橋脚執轟卿卑も嘩頗亜義  
郎碩如劇場赦軸凛馳喘弔・  

触姻野鳥儲酢試草軍配鞋臣甲摘  
野猿罵常春脚モ野蛮畢匪掛自画牒車軋   

軒重曹轡空づ昭嘩馨博哺鞋．嘩感羞恕  
王。巨酌嘩   



（朝  

帯革病礫≡ 棚■ 雅撰   lCl†遠藤 桂太  

3月の兼に宥確師岡奉納尭の鏡東電衷で骨  

格を知り、長い間夢見できた番頭軸として働  

〈ことを寛観きせることができまLた。   

聾だ瓦准Lで5日日です軌薬際に着講師  

になり帝までとは連う不安が散番く轟＝肇鼻ま  

す中丸施さ叔甘いる患者呑んの気持ち蓉轟ち  

んと理解でき晶だちうれ看護塾長や穂衝面  

で上宇にや艶甚だ毎号軒。倒蟄あげfLばきり  

がないくらい横撥な碑博が九り混じりて不安  

で一杯守す世   

LかL点者萎んと蘭ね晶ときには、その不  

安が憩潜嘗凡に伝わちないようにLていきた  

Ⅴうせ凪います¢有産師とL苛町九坐骨歩鬼平  

行く上官私が理想とす孟春護師換は1「患者  

芸丸軸些純な変化にもよく気づ嘗．卦噸いと  

こ引こ辛が吊く」ような人です卓   

畢生労働省の方針で在院日敬の塩韓仕に伴  

い、患者さんと蕃謹師が倍額掲倖をより良く  

築くことは鮭L陸｝岩とだと思います亡   

LかL、A既Lでい愚息暑さんの一番身近  

にいる零誇称が号碍番力を怠ると、治療の妨  

げになりでLi：ったり、入院生活杏快適に逮  

違ことがモきなくなゥでLまい虻す。   

そのためにも、患者きんと砂ヨミュニケー  

ションを大切にL∴安心Lで軸覿こ専念Lて  

破け孟よう育由ていきたいと思います。   

仕事肴蜘たばか町野わかちない串の方が  

多くあ苗と思いま甘航毎日少Lずり「ね密  

郎嘩両軸糎顧摘  

．部唱亘拍拍甘奇もたモ自浄  

命売切な入野苦しんだ  

り、りら里患い重しでい皐捌こ  

せた事ポ苧1く、葡連呼にな叔忠恕辛い思い蕃  

軽挽きせ古こと解哲重義曲哲はないかと思い  

音読師菅田揖LまLた鼻．蕃護撃硬苦は理想と  

親喪中連叫こ園憩骨品ことも轟申ま［た醜  

鹿着生んか島崎囁かい青葉痘もら里、白眉ヰ  

揮剋炬領静削＝復航看護肺蟄珪贈L首尋当  

踪鹿討彗監史思いました。轟晶一勝畔軒凱  

血観柵直春巻ん軋身体的奄苛輔躇転ち  

昂ふ、．欄申変化宙無菌室で錦碑醍壷ど菅確  
神曲に最も草t朝一ヰせ鹿岳と中寺立とを  

知り吉Lた。血清内科嘩青講師昔んが患者喜  

んの苦痛せ蜜柑止韓宥覿諸叫硝踏加持  

白骨も愚者巷ふ療育宿番軸君島患者諜師に  

壷りたk－塾思有篭まLた。卑墟白亜が苛鼻息こ  

と．棟数癒哲哉丈僅術も未熟昏た鞄患者昔んに  

雄藩凄難けてしまうこ亙も凄いと思い或骨噂  

草亜た時一打でも早く先莞方に諷脚望咋苺よ  

翫三者詳細向上をLてIl衷たい虹監辱増せ¢  

愚者重ん章白斑噸挽鞄革製こ考息、．葎笥畢  

悔み費聞いモ、歩土管も患者さ鬼碍蕃備牽  
制してい簸たk咄凰k増す争 

看護師とL恵∴愚者蕃ふ由甫守はどんな時  

菅も甜背輔応Lてぃきます。   

′ヽ  

′ヽ  

ち・■ないこと」蓉「わ部届  

こと－」に変えて布け碁よ  

うに楕⊥杯頑張ります。  



㈱  

・・一磨青侍静センターニューズ－  

軋背部こ各市町村囁韻赫■‰郭拒顧細  

密野手構垂与芯莞粗1官帝申鮮峯粗悪甘哺三亀虫  

思い壷甘ふ判用旺臆串轍棚感鞄雫鞋な  

毎達す幻塘ど地酢藩抽申帯窓口騒客市区  

町村倒甜靴課背骨中新鮮匿酔旺望む曙牡  

鹿覗摘で垂凄せん軌何番中華翠轟に誓枯・、  

可崖串間奉鹿軒島苛乱し缶転兼爺挺辞帯板  

封印融拍一概点まで趣乾現に瀞轟頼下  
・酎元  

一I  

く鳶年♯印度に別lてこI   

晶愈宮島は一成準鶴見税別■を岩満潮習す  

卦ぜ こ聴■蛙撞捧蕾遵奉と♭．尭轍晦習す中真  

にⅠ人魂ごと蜜耕L判腑軒岳こ、と．議書継L  

む痛せ対象軋触が聾払Lた虫括軒菅蕗  

晶よう璃博せ晶L乾鹿骨す宙  

剖独善  

周知藤、高僻者毒頼閻常春争知的備嗜   
密葬拝も中寿軒酉年・郵貯哉劫が不一1葡   

呑方や  

内野  

・車軸二托詔勺で瀬越剛淵醍抑え騒乱「   

離韓湘転風緑地献身胤自乱   

麻華恵壷嘲確報蓉報韓菅轟こ挺蓉・削鮎摘   

排熱  

申亜で  

り郷関笹碩埴揉周廟療貌軋紆替行毎掘甘中   

原如∴轟息爵た腺農顔謹慎部申丑てます中   

親族がいない場合で、とくに必要とふな草   

恥魯時には市軽轄真義街うエと瑞軒ぬ鳥丸   

ていますn  

■用と時間  

・判断億劫㊥程度によって連用まあります   

軒」だいたい5、15万円碍どかかり、ます。   

また、√代理人の括勤♯用畢軒酬は素人帯   

尉麿府中か身重払い吉す。   

傭書手自立王攣寧橿につtlて〉   

当院では、車に人工速軒の奉書さんが多く  

制席L軌嘘卿利敵軒む丹静包療  
育自立蓋蛙馳購う斬Lい制壊に重野酔生  

L敵。下野園帝展引＝、身体膵草・知的時  
事・靖闇寵番援野望由陣青草寓韓鮎薩塵L隻  

脚脂丑茸固執に鮭一誌終息こ割こな  

軋ます。  

HI葛申立月叫  

・自立真揮監楼   

昌軋ま珊醍嘩親と自．畢輝痺薔嘩西一  
でみ苺と親密碓癖如患軋  

蜃i廿］・ピ克禁制ま庶刑とし軍制用蕃新主朝   

常勤．。∈札ま刊重態市野帝碍偉応じぜ御   
番兵湛骨品掛・腔だL南緯に播覧で土晩春  

琳ヰ轟寝き弛ぜもl蜜した軌争樹立地帯鞄  所撃と畢A廟聴嵐匪猿田摘膏鞋よ頂耳，．   
負担金免既腫活爆庸世帯‡、電中吉笥   
軋書千恥・摺円離ち上陶酔荷田畢暦   

鞄礪鮮紅骨組草すi  
凱克韓停車韓草韓尊称ま自己魚掛二聴牒   

輩屯  

相野1静蕾廉窮境轟喪癖脊削仲拝底   

樫＃酔鮎阻店和車重取払奇勝啓凰   

辞草畢聴嘩始樹産捜ヱ頼ま暫何棟横島   

蓋す。   

適軒直畳咋毎乱写い晶葡せ市町村帯捏蔚  
轟謹鹿野世帯苺蕃軌卑蓋密通・輩恕毎ず  

自己島鍵肋軒埋ませ克   
己軋ま博更生匪寮費利用き恥習肇軽部ニ  



け）  

・申立でか堪開始ま刊二必芋な期間は購紀醍   

よって異なりますが、甲・Lくてけ月かち棲   

稚な場合は占サ月ほどかか埠ます。   

この他、身分如判働龍恐が坪叶備になった  

と削二億えて、あ卑酔じ紛借理九を選び、薬  

親Lでおく「任撞韓見料旗」とい、うものもあ  

りますb  

披こ軋ちの辞Lいご相談は、もよ畑中家庭裁   

判所において無料で行わ軋ています巳  

深戸イ滑臓ノ雫－トナーと  

い肇仕事に尊重まLた色  

世事整故地雷こ硬持月菅丸  

王牢喜二喪唱烹すが、壬野間  

社会人とLての責任や自  

覚など蕃壊蜜華密事歯学  

甜背さん癖乾麺酌こ疎密  

もらっできました。   

親しみやすく、いつで  

も愚者．春繭鴫野奮厨畔  

榔肝   
臓のメディカルパートナー 西尾 常葉   

私は盲桶棟のメディカルパートナー町西堪  

栄華です。6病棟は病院西棟の4■牌にぁります単  

私は医療事轟の車扱へ遇ったぁと、患者きん  

の身近で商仕草がLたいと思い、この柄院の  

て頂け益ような窓口にLたいと心がけていま  

ず砕こ拙かちも1病棟甫罫口にむl膚とい毒舌任  

奉拝島、集韓を絶ゃ垂ず一朝脚坤和郎咤  

担着たいと且ってい章も   

まだまだいたらないことがあi〕ますが、ど  

うぞよろしくお題いいたし妻す。  

′■  

外来静専担当一先  



牌  

画  

匡I  

宿泊室蕃利用L・如嶋です廓∴譲  

でも申L遇由息廟鮒か官   

当院碍宿泊審軌愚者貴んが重態  

で急変の可敵性が轟机遠慮か転  

⊥・－こノ十Jlr  

画  

匡I  

九蘭ドッ身蕃利用したいのですが、  

牲金などを我見て下さい巾  

来ちれたが、急に薄地蓉東嶺な毛藩札た患者  

き丸印ご簡保町ために健和しでいただい甘い  

ます。   
担当医師か与仲春商いをお嵩いき九た土  

き、春満沓掟山Lでいただいでから利用でき  

ます。こ抑宿泊室はホテル刊ま轟りませふ町  

で、食事など町提供はで轟＿ませんのでご了承  

敵†ます。リネン洗濯料として、お一九につ  

鼻翼賛相当額l．虹船円酎敵収Lています。な  

軌遭＃から来ら軋たご家族の方々ためには  

近くのホチJレをご柑舟Lています串  

料奄および内容は親のとぉ牡尊者。  

F雲≠泰郎態申違鹿徳満僅医単価ま  

でお駈も叫甘缶L藍ず。   

湘弟下学則ま記脚円写せ争検査軸掛丸  

根力・囁力暁塵、昨晩蹄鞋、蜘郎惑練卜心電  

凰、腹部エコーノ、帯同龍戟機宜虻轟掛ヰは胃  

州ノ憬抱懐聾）、憧滞軋巌応1血液・尿穐壷  

督と譜囁単項邑としで脅ま水軍し強す争  

l耶呼人臨ド想到崖間抑l円曽す。外車ドガ  
鋸こ加免官、鞠郵・腹部亡r亡外来F？彦で  

はご希常によ暴追触検査でそ終ぞ粍8脚円）  

朝〒いますb母印他埴和検聾として∴柚輌  

埼韓検牽110卿円〕、血韓盤〔Ⅷf耶、肝癌  

血龍検査鈍口曲円1、前立腺検査托j由円ユ、  

甲状腺エコー〔ヰ脚」瑚、骨密鹿（主潮円）  

などです． 

当院では面積情報め開示卜揖供を行せで  

います。職眉までお尋ね下さい。  

稲葉偉配：   

今年も軒先牡鼻がやってきまL缶   

何と甘く．まだ享ニホームが岨食っでセ増せみ負   

ぞのユニ中一基榊になじ品だ塀、やつと潜撞   
t、哨離すで袈轟守境押那出未見よ引こな壷皇見   

いま奇。   

卑蛙ぎこち根毛周り惑現見ないこと甘弓削L頑囁 

革新もし和ませ鶴恥部せ東城耳嘩L紺野   

三乗潟蘇しむ哺感吟煽てき漉酢督す台エJk封五   

年柑・、華帯ご直樹字母す。ご蔑皐申ご希望   

鞋題辞萄L郡1億甘。  鶴弥・渡田  

萄認直帯敢闘鋳金軋幌北勝頼院   

轟鮒召1外科一拍勅t弛他辞軒j碑牲酔  

御l酵劉・小児科・酎財閥Ⅷ脚  

♯辞軒臆轡犠牲・歯称  

旺 庸：札幌市台石怪革札幌馬鹿症丁団寄書l号  

丁已L：心It指由紬11】・抗囁朗1一触柑丘：線  

度 避：鹿・F亜白石載5番地口糾姻腑蕗掴脚  

方嘲5他事  
ホーム珂一ぎ：叫：〝柵．鳩山帥・畑hけ曙   


